
「サービス業の生産性向上」
～「おもてなし規格認証」を機会とした取り組み～

論文テーマ

論文の主旨

「おもてなし規格認証制度」は、経済産業省が中心となって創設され、「おも
てなし規格基準」を満足したBtoCサービス提供事業者を認証する制度である。
７分類30項目の「おもてなし規格基準」により、事業者のサービス品質を「見
える化」して、サービス業の生産性向上等に活用することが可能である。
今回は、制度の目的/認証照月及び取組み事例について解説する。
１．｢おもてなし規格認証」の目的/制度創設の経緯

・……「サービス品質の見える化」を実施することにより、サービス産業に
よる付加価値の創出を促し、生産性の向上、地域経済活性化を図る。
・……外国人観光客の獲得や地域独自の観光プログラムへの取り組みを推
進する。

２．｢おもてなし規格認証」の認証手続き
・……おもてなし認証規格基準により、以下の３区分の認証/登録を行う。
・……紅認証：「基本的な期待に応えるサービスレベル」の事業者
・……金認証：「独自の創意工夫を凝らしたサービスレベル」の事業者
・……紺認証：「期待を大きく超える『おもてなし』を提供するレベル」の事業者
・……認定機関が、「登録証」や「おもてなし規格認証マーク」を発行する。

３．｢おもてなし規格認証（制度）」の活用
・……おもてなし規格認証は、ゴールでなくスタート
・……認証取得に関連したメリット

４．取組み事例
・……「おもてなし規格認証」事業者における取り組み事例（３社）を紹介する。
・……旅館業：栄太郎、平田館（金認証）
・……レジャー施設：鈴鹿サーキット（紺認証）
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「サービス業の生産性向上」 

～「おもてなし規格認証」を機会とした取り組み～ 

コンサルティング事業部 

審査業務部 岡本 和博 

 

 

 

 

１．｢おもてなし規格認証」の目的/制度創設の経緯 

サービス産業は我が国の GDPの約 70％を占め、我が国経済の成長には、サービス産業の活性化・

生産性の向上が不可欠である。また、地域経済においても、サービス産業は地域雇用の大きな部

分を占め、地域住民の生活を支えるサービスの提供を行っている。 

ただ、その提供する「サービス」の特性として、目に見えない「無形性」や生産と消費が同時

に発生する「同時性あるいは不可分性」、保存ができない「消滅性」といった性質をもつことか

ら、そのサービスの質に見合った付加価値を

とれておらず、そのためにサービス産業の生

産性が停滞につながっていると指摘されるこ

とがある。 

業種別の労働生産性の比較では、サービス

業の中でも、ＢtoＣ形態の宿泊業/飲食業等の

生産性が低い統計データがあり、小規模事業

者の多いこの様な業種の生産性向上が、地域

経済の活性化につながるとみられている。 
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そこで、サービス産業による付加価値の創出を促し、もって地域や国全体のサービス産業の底

上げおよび生産性向上を図るために、質の高いサービスに対して、それにふさわしい評価とＰＲ

活動がされることが重要であると検討されてきた。 

こうしたことから、サービスの質を「見え

る化」してサービス品質を評価する新たな仕

組みが必要であるとの結論に至り、経済産業

省が主導して、平成 28年 8月にサービスの質

を「見える化」する「おもてなし規格認証」

制度が創設された。おもてなし認証制度では、

30 万社の認証を目指している。これは、

ISO9001＋14001の国内認証数の約 6倍の数で

あり、その意気込みの強さが示されている。 

 

おもてなし規格認証制度では、3つの目的と 4つの理念を設定している。 

目的 理念 

・オリンピック・パラリンピックに向けたイン

バウンドと国内需要の喚起 

・「お客様」の期待を元に、共に価値を創る 

・サービス産業の生産性の向上 ・「従業員」の意欲と能力を引き出す 

・サービス産業のアウトバウンドの促進 ・「地域社会」と共生していく 

 ・「継続・発展」していく 

これらを実現させるためには、顧客に高い満足感を感じてもらえることと、事業者側のサービ

ス品質の向上が必要となってくる。そのため、サービス提供にいたるプロセスを「顧客との接点」、

「バックオフィス」で区分して、求められるサービス品質（要求事項）を設定している。例えば、

事業者側には、顧客の獲得/ブランディング/モチベーション向上/人材確保等をキーワードに目的

達成につなげていこうとしている。 

特に、「海外からの顧客へのおもてなし」

をより充実させるために、外国語/文化への対

応が可能な人材育成や IT 機器の導入/活用等

も促進して、経済活動の継続・発展も期待さ

れている。 

又、消費者の「また来たい」/「また、買い

たい」欲求を満たす商品/サービス開発が不可

欠になる。（高価格/付加価値商品サービス開

発/提供なのか経済的価格/付加価値商品サー  

                    ビス開発/提供なのかのマーケット戦略を含めて） 
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例えば、「お客様の声」をアンケートやお問い合わせフォームなどから入手するしくみがあり、

バックオフィスで、そこから得た要望や地域社会とのコミュニケーションから得た情報を集計、

分析し、サービス内容の改善、新サービスの開発、従業員教育に反映したり活用したりするしく

みがあること、従業員同士のコミュニケーションや従業員の意見を取り入れる等、ＥＳ（従業員

満足）の向上を図るしくみがあること。そして、これらが反映されたサービスが顧客に提供され

ることによるＣＳ（顧客満足）向上につなが

るしくみがあることなどにより、サービスの

品質向上が循環するシステムとなることであ

る。サービス事業者においては、従業員がサ

ービス提供において顧客との接点となってい

ることが多く、従業員のモチベーションが品

質や生産性に直結するため、バックオフィス

での業務とともに、このＥＳ（従業員満足）

の向上を図るしくみも重視している。 

 

上記のＥＳも含めたサービス事業者の取組みも含めて、「インバウンド対応」/「ＩＴ機器導入」

/経営・業務改善」が、消費者の商品購入/サービス利用の機会の拡大につながる。 

ＩＴ機器導入として、「各種決済サービス機器の導入（電子マネー/各種クレジット対応）」/

「タブレット端末での注文/説明」/「財務/在庫管理システム/アプリ導入」等が含まれる。「経

営・業務改善」には、「経営計画等の作成」/「情報システムやアプリ等を活用した指標分析」/

等が含まれ、これらの取組みを継続的に実施することで自社の「生産性の向上」を図ることがで

きる。 

登録後に発行される「おもてなし規格認証登録証」や「おもてなし認証マーク」を自社のＨＰ

や店頭等に掲出することで、自社のサービス品質を客観的に「見える化」することができ、消費

者の選択肢となる。又、観光予報プラットフォーム推進協議会では、「おもてなし認証事業者」/

「フリーＷＩＦＩポイント」/「海外カード対

応ＡＴＭ設置店」/等の観光便利情報を集約し

たサイト（観光予報プラットフォーム

https://kankouyohou.com/）を開設して、よ

り多くの人におもてなし認証事業者を知って

もらう取り組みを開始している。「おもてな

し認証事業者」の周知/公表は、他の観光サイ

ト/口コミサイト等にも拡充する予定がある。 
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「おもてなし規格認証制度」では、おもてなしのサービスレベルを「見える化」するために、

申請事業者のサービスレベルに応じて、認証事業者を紅認証/金認証/紺認証/紫認証の 4段階に区

分している。紅認証は梅、金認証は竹、紺認証は松、紫認証は富士山をイメージした和のデザイ

ンで、海外のお客様の関心を引くように工夫している。 

ISO9001/14001 認証制度は単一の認証であり、この様なサービスレベルのレベリングは特徴的

である。予め事業者がどのレベルの認証を受けるかを決定して、認証機関にその認証申請に応じ

た「おもてなし規格認証基準」に従い、認証

機関が認証を行う。（認証基準/認証方法等は、

3項で説明する。）経済産業省は、紅認証を 30

万社、金認証を数万社、紺認証を数百社程度

の認証を計画している。紫認証は、認定機関

による表彰形式を予定している。より多くの

事業者に取り組みが可能な様に、金認証の場

合の認証費用も 3万円程度に抑えている。 

 

２．｢おもてなし規格認証」の認証手続き 

一般社団法人サービスデザイン推進協議会（おもてなし制度認定機関）が、「おもてなし規格

認証制度」を統括管理している。現在、認証機関は中部産業連盟を含む 10団体が登録され、各認

証機関の強みや特色に応じた認証基準を加味した認証活動を行っている。当連盟では、主に中部

エリアを担当している。 

認証レベルによって申請方法は異なる。「紅

認証（登録）」の場合は、直接認定機関のＨ

Ｐを通じて無料で申請登録できる。「金認証」

/「紺認証」は、認証機関を通じて認証申請し

て、現地調査等の手続きを経て認証されると

認定機関により「登録証」と「認証マーク」

が発行される。 

「紅認証」の場合は、認定機関のＨＰに公

表している「おもてなし認定基準」（チェッ

クシート）への記入形式で、事業者の取組み状況を確認する。（「おもてなし認証基準」は、「情

報提供」/「設備」/「職場等の環境改善」/「業務の改善」/「ツールの導入・用意」/「顧客理解・

対応」/「人材教育・育成」の７分類 30項目が準備されている。）「既に実施している」もしく

は、「今後実施したいと思う」取組について、合わせて 15項目以上適合（〇）する事業者は「お

もてなし規格認証」に無料登録（自己適合宣言）できる。「金認証」/「紺認証」の場合は、紅認

証登録後に申請事業者が登録希望する認証機関を通じて申請する。 
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申請する認証レベルによって認証基準が若干異なる（金認証は 15項目以上の運用実施/紺認証

は 21項目以上の運用実施等）が、いずれも認

証機関が店舗等を現地調査して、取り組み状

況をヒアリング/運用記録確認/施設の状況確

認等を通じて、認証可否を決定する。認証基

準は、地域特性/業種特性等を考慮した認証機

関の判断で若干の修正が許容されていて、中

産連の場合の認証手続き/基準は、おもてなし

認証センターＨＰに公表している。 

おもてなし認証手続き 

・https://www.chusanren.or.jp/omotenashi/index.html 

おもてなし認証基準 

・https://www.chusanren.or.jp/omotenashi/pdf/kikaku2017.pdf 

紺認証の場合、事業者が認定機関認定の教育研修プログラムを受講していることも認証要件の

一つとなる。 

現時点では、認証は店舗単位で、1 事業者で複数店舗の認証を希望する場合は現地店舗のサン

プリング（ミステリーショッパー）等も実施している。又、インターネットショップ等の仮想店

舗に対する認証は実施していない。 

又、「おもてなし認証制度」は、ISO 認証制度での「不適合」の処置が完了（30項目全てが〇）

しなくとも認証可能な制度となっていて、認証取得後に事業者が取組む必要のある項目を明示す

ることができる。（詳細は、3項参照） 

 

３．｢おもてなし規格認証（制度）」の活用 

 ISO 規格認証（マネジメントシステム認証）では、150 項目程度の要求事項（ISO9001 の場合）

があり、認証申請して取得するまでの準備（例

えば、規格の理解やシステム構築/文書化、内

部監査/マネジメントレビュー等）が大変で、

認証取得がゴールであるといった認識の方も

いる。 

それに対して、おもてなし規格は 7分類 30

項目と比較的コンパクトにまとめられていて、

システム構築や内部監査/マネジメントレビ

ューの実施を求められることもなく、確認項

目を容易に理解することができて一見するとチェックリストの様である。 
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 ISO認証取得の際に、コンサルタントの支援を受けて認証取得した事業者も比較的多い様だが、

おもてなし認証の場合は 4項の「取組み事例」の事業者も含めて認証に備えて準備を実施した事

業者はほとんどいない。 

現地調査では、多分に「現状調査」的な意

味合いが強く、このチェックリストを活用し

てサービス提供事業者に客観的に自社の強み

/弱みの明示やそれに関連する改善項目を提

供することができる。 

平成 30年から、中産連では現地調査（評価）

結果を認証取得事業者へ提供する予定である。 

おもてなし認証制度上は「認証支援事業者」

を位置付け、現地調査前後に申請/認証支援事 

                      業者を支援する枠組みを提供している。 

 

経済産業省では、サービス提供事業者の「生産性向上」して売上向上に寄与してもらうために、

「サービス等生産性向上 IT導入支援事業」を行って、「おもてなし認証」を審査項目の一つにし

ていた。（2次募集は、平成 29年 6月締め切

り）又、一部の金融機関では、事業者が人材

育成やツール整備に必要な運転資金を確保す

るために「おもてなし認証（金認証/紺認証）」

による融資金利優遇サービスを提供している。 

個々の事業者にとって、「おもてなし認証」

は認証取得がゴールでなく、売上向上のため

のスタートのきっかけであるといえるかもし

れない。 

 

４．取組み事例 

 当連盟が認証した事業者の「おもてなし」への取組み事例を紹介する。（これらの事業者がお

もてなし認証取得へ向けて新たな取り組みをした訳ではなくて、今まで事業者自身が取り組んで

きたことに対して、現地調査して認証している。） 

（１）栄太郎、平田館（金認証） 

（２）鈴鹿サーキット（紺認証）  
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組
み
～
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2-
3

奥
飛
騨
温
泉
郷
の
概
要

奥
飛
騨
温
泉
郷
は
高
山
市
北
部

に
位
置
し
、

3,
00

0m
を
超
え
る
北

ア
ル
プ
ス
の
麓
に
あ
り
、
平
湯
・
新

平
湯
・
福
地
・
栃
尾
・新

穂
高
温
泉

の
5つ

の
温
泉
地
で
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
旅
館
数
】

平
湯
温
泉

21
軒

新
平
湯
温
泉

30
軒

福
地
温
泉

11
軒

栃
尾
温
泉

9軒
新
穂
高
温
泉

38
軒

※
奥

飛
騨

温
泉

郷
観

光
客

動
態
資

料
よ
り

出
典
：
飛
騨
高
山
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り

7

2-
2

飛
騨
地
域
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
状
況

高
山
市
と
奥
飛
騨
温
泉
郷
の
宿
泊
事
業
者
数
を
合
わ
せ
る
と

23
4軒

に
な
り
、
飛

騨
地
域
の

62
.4
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
他
の
宿
泊
事
業
者
と
の
差

別
化
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。※
岐
阜
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
の
公

開
情
報

よ
り

6

2-
1 
高
山
市
の
観
光
動
向

外
国
人
観
光
客
数
は
、
宿
泊
ベ
ー
ス
で
過
去
最
高
の

46
万
１
千
人

（
前
年
比

26
.5

5％
増
）
と
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

※
平

成
28

年
高

山
市

観
光

統
計

よ
り

単
位

：
千

人

5

2-
1

高
山
市
の
観
光
動
向

高
山
市
に
お
け
る
平
成

28
年
の
観
光
客
入
込
者
数
は

45
1万

1千
人

（
前
年
比

3.
92

％
増
）
で
過
去
最
高
の
入
込
と
な
り
ま
し
た
。

※
平

成
28

年
高

山
市

観
光

統
計

よ
り

単
位

：
千

人

過
去

最
高

84
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3-
1

栄
太
郎
の
事
例
紹
介

大
型
の
設
備
投
資
は
行
わ
ず
、
口
コ
ミ
評
価
の
改
善
に
取
組
み
ま
し
た
。

部
屋
：
料
理
自
慢
の
宿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
客
室
に
『
お
品
書
き
』
を
設
置

風
呂
：
脱
衣
場
に
『
2種

類
の
源
泉
が
楽
し
め
る
』
と
い
っ
た
説
明
を
掲
示

朝
食
：
地
元
産
の
新
鮮
な
卵
を
使
い
、
卵
か
け
ご
は
ん
を
食
べ
放
題

夕
食
：
飛
騨
牛
だ
け
で
な
く
、
季
節
の
料
理
を
提
供
（
山
菜
天
ぷ
ら
、
き
の
こ
鍋
等
）

11

3-
1

栄
太
郎
の
事
例
紹
介

【
主
な
経
営
改
善
の
取
組
み
】

・
愛
知
県
中
小
企
業
診
断
士
協
会
『（
公
社
）温

泉
宿
泊
業
経
営
研
究
会
』の

無
料
経

営
診
断
の
実
施

・
経
営
コ
ン
サ
ル
と
顧
問
契
約
し
、
毎
月

3者
で
月
例
会
議
を
開
催

・
ネ
ッ
ト
コ
ン
サ
ル
と
契
約
し
、
自
社

H
P制

作
や

O
TA

 ※
１
管
理
を
委
託

・
経
営
改
善
計
画
書
の
策
定
（
月
例
会
議
で
毎
月
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
）

・
国
内

O
TA

の
口
コ
ミ
対
策

・
海
外

O
TA

と
契
約
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
積
極
的
な
受
入
れ

※
館
内
整
備
も
同
時
に
取
組
中

・
補
助
金
の
利
用
（
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
、
岐
阜
県
観
光
回
廊
づ
く
り
推
進

事
業
費
補
助
金
等
）

※
1

O
TA

=
O

nl
in

e 
Tr

av
el

 A
ge

nt
の

略

10

3-
1

栄
太
郎
の
事
例
紹
介

創
業
：
昭
和

54
年

3月
（創

業
38

年
）

宿
名
：
山
の
よ
ろ
こ
び

お
宿
栄
太
郎

住
所
：
岐
阜
県
高
山
市
奥
飛
騨
温
泉
郷
平
湯

駐
車
場
：
あ
り
（
無
料
）

客
室
数
：
20

室
（
本
館
、
別
館
）

温
泉
：
内
風
呂

4、
露
天
風
呂

4
客

層
：
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
登
山
者
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

強
み
：
①
料
理
が
美
味
し
い

②
登
山
関
係
者
が
集
ま
る
宿

③
後
継
者
が
事
業
に
従
事
し
て
い
る

弱
み
：
①
施
設
の
老
朽
化

②
繁
忙
期
の
従
業
員
不
足

9

３
．
奥
飛
騨
温
泉
郷
平
湯
温
泉

栄
太
郎
、
平
田
館
の
概
要
と
事
例
紹
介
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3-
2

平
田
館
の
事
例
紹
介

大
型
の
設
備
投
資
は
行
わ
ず
、
口
コ
ミ
評
価
の
改
善
に
取
組
み
ま
し
た
。

部
屋
：
特
別
室
の
宿
泊
料
金
の
引
き
下
げ
稼
働
率
を
ア
ッ
プ
※
特
別
室
の
口
コ
ミ
増
加

風
呂
：
脱
衣
場
に
『
平
湯
温
泉

最
古
の
源
泉
』
の
説
明
を
掲
示

朝
食
：
自
家
製
ハ
チ
ミ
ツ
を
利
用
し
た
料
理
の
提
供

接
客
：
部
屋
食
か
ら
広
間
食
に
移
行
し
た
こ
と
で
食
事
提
供
時
の
苦
情
を
軽
減

15

3-
2

平
田
館
の
事
例
紹
介

【
主
な
経
営
改
善
の
取
組
み
】

・
経
営
コ
ン
サ
ル
と
顧
問
契
約
し
、
毎
月

3者
で
月
例
会
議
を
開
催

・
ネ
ッ
ト
コ
ン
サ
ル
と
契
約
し
、
自
社

H
P制

作
や

O
TA

管
理
を
委
託

・
経
営
改
善
計
画
書
の
策
定
（
月
例
会
議
で
毎
月
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

・
地
域
特
産
品
を
利
用
し
た
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
変
更

・
国
内

O
TA

の
口
コ
ミ
対
策

・
海
外

O
TA

と
契
約
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
積
極
的
な
受
入
れ

※
館
内
整
備
も
同
時
に
取
組
中

・
特
別
室
の
稼
働
率
ア
ッ
プ

・
補
助
金
の
利
用
（
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
等
）

14

3-
2

平
田
館
の
事
例
紹
介

創
業
：
大
正
元
年
（
創
業

10
5年

）

宿
名
：
平
湯
温
泉

平
田
館

住
所
：
岐
阜
県
高
山
市
奥
飛
騨
温
泉
郷
平
湯

駐
車
場
：
あ
り
（
無
料
）

客
室
数
：
21

室
（
一
般

17
室
、
特
別
室

4室
）

温
泉
：
内
風
呂

2、
露
天
風
呂

2
客

層
：
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
シ
ニ
ア
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

強
み
：
①
社
長
の
養
蜂

②
割
安
な
特
別
室

③
外
国
人
対
応

弱
み
：
①
館
内
設
備
の
老
朽
化

②
人
材
不
足

13

3-
1

栄
太
郎
の
事
例
紹
介

好
き
な
山
菜
を
選
ん
で
、
そ
の
場
で
調
理
。

山
菜
天
ぷ
ら
食
べ
放
題

地
元
養
鶏
農
家
か
ら
直
送
。
卵
か
け
ご

飯
食
べ
放
題
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4-
1

お
も
て
な
し
規
格
認
証
（
金
認
証
）
取
得

【
金
認
証
取
得
後
の

PR
方
法
】

・
認
定
書
を
フ
ロ
ン
ト
に
設
置

・
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
証
マ
ー
ク
を
掲
載

・
海
外

O
TA

サ
イ
ト
の
写
真
掲
載
項
目
に
追
加

・
お
も
て
な
し
規
格
認
証
（
金
認
証
）取

得
記
念
宿
泊
プ
ラ
ン
の
販
売

19

4-
1

お
も
て
な
し
規
格
認
証
（
金
認
証
）
取
得

【
認
証
取
得
の
経
緯
】

・
両
館
と
も
『
お
も
て
な
し
規
格
認
証

20
16

』で
紅
認
証
を
取
得

・
『
お
も
て
な
し
規
格
認
証

20
17

』の
ス
タ
ー
ト

※
飛
騨
地
区
に
お
い
て
の
『金

認
証
』は

パ
イ
ロ
ッ
ト
認
証
取
得
事
業
者
で
あ
る

㈱
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
の
み
で
あ
っ
た
。

・
飛
騨
地
方
は
宿
泊
事
業
者
が
多
く
、
他
の
事
業
者
と
の
差
別
化
が
必
要
と
考
え

認
証
取
得
に
挑
戦

・
旅
館
業
で
は
、
認
証
取
得
の
審
査
項
目
（3

0項
目
）は

既
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
特
別
な
準
備
な
く
認
証
取
得
が
可
能
で
あ
っ
た
。

・
『
金
色
』
と
い
う
の
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
し
好
印
象
を
与
え
る
と
考
え
た
。

※
特
に
中
国
人
観
光
客
に
対
し
て

18

４
．
お
も
て
な
し
規
格
認
証
（
金
認
証
）
の
取
得
と

今
後
期
待
す
る
こ
と

17

3-
2

平
田
館
の
事
例
紹
介

（
左
写
真
）

養
蜂
の
様
子

（
右
写
真
）

特
別
室
の
源
泉
か
け
流
し
温
泉
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24

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

23

4-
2

お
も
て
な
し
規
格
認
証
に
期
待
す
る
こ
と

【
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
に
お
い
て
期
待
す
る
こ
と
】

①
主
要
な
国
内

O
TA

サ
イ
ト
で
あ
る
、
じ
ゃ
ら
ん
・
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
・
JT

B等
と

の
連
携
に
よ
る
認
証
マ
ー
ク
の
掲
載

②
主
要
な
海
外

O
TA

サ
イ
ト
で
あ
る
、

Bo
ok

in
g.

co
m
・
Ex

pe
di

a・
ag

od
a

等
と
の
連
携
に
よ
る
認
証
マ
ー
ク
の
掲
載

③
主
要
な
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
あ
る
、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
食
ロ
グ
等
と
の

連
携
に
よ
る
認
証
マ
ー
ク
の
掲
載

④
補
助
金
利
用
時
の
加
点
要
因
と
し
て
の
推
進

※
IT
導
入
補
助
金
で
は
導
入
済
み

⑤
認
証
取
得
者
向
け
の
制
度
融
資
の
開
発

※
例
と
し
て
『
生
産
性
向
上
資
金
』
と
い
っ
た
県
制
度
融
資

22

4-
1

お
も
て
な
し
規
格
認
証
（
金
認
証
）
取
得

平
田
館
の
金
認
証
取
得
記
念
限
定
宿
泊
プ
ラ
ン

21

4-
1

お
も
て
な
し
規
格
認
証
（
金
認
証
）
取
得

（
左
写
真
）
栄
太
郎
の
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
右
写
真
）
平
田
館
の

Bo
ok

in
g.

co
m
基
本
画
面

88



鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
の
目
指
し
て
い
る
も
の

『
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
』
の
価
値
・評

価
を
向
上
さ
せ
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

“
モ
ビ
リ
テ
ィ
テ
ー
マ
パ
ー
ク

”
と
し
て
、
４
事
業
（
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
／
モ
ー
ト
ピ
ア
／
リ
ゾ
ー
ト
／

交
通
教
育
）
が
相
乗
効
果
を
生
み
、
進
化
を
続
け
る
こ
と
で
お
客
様
に
存
在
を
期
待
さ
れ
る
企

業
で
あ
り
続
け
ま
す
。

鈴
鹿

サ
ー
キ
ッ
ト
年

間
動

員
約

２
０
０
万

人
（
約

１
／

３
が
お
子

様
層

）

■
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

世
界

最
高

峰
の
イ
ベ
ン
ト
を
最

高
の
受

入
レ
ベ
ル
で
開

催
し
、
お
客

様
に
感

動
を
伝

え
る
と
と
も

に
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
身

近
に
「楽

し
む
・走

る
・参

加
」
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
先

駆
的

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

■
モ
ー
ト
ピ
ア

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
成

長
す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
お
子

様
が
自

ら
「
操
る
喜

び
」を

体
験

で
き
る

世
界

最
高

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
実

現
し
、
幼

少
期

か
ら
の
親

和
性
を
育

み
ま
す
。

■
リ
ゾ
ー
ト

ご
家

族
に
お
楽

し
み
頂
け
る
様

々
な
コ
ン
セ
プ
ト
ル
ー
ム
や
幅
広

い
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
レ
ス
ト
ラ

ン
・
温

泉
を
有

し
、
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
の
滞

在
を
更

に
充

実
さ
せ
る
リ
ゾ
ー
ト
空

間
で
す
。

■
交

通
教

育
セ
ン
タ
ー
（
S
T
E
C
）

交
通

安
全

教
育

に
お
い
て
日

本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水

準
を
誇

る
“S

T
E
C

”。
個
人

向
け
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
向

上
ス
ク
ー
ル
か
ら
企

業
向

け
訓

練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
親

子
で
楽

し
む
バ
イ
ク
ス
ク
ー
ル
な

ど
、
様

々
な
安

全
運

転
技

術
向

上
の
た
め
の
教

育
活

動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

◆
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ド
の
使

命

1
9
6
2
年
、
鈴
鹿

サ
ー
キ
ッ
ト
は
産
声

を
あ
げ
、
以

降
5
0
年
わ
た
し
た
ち
は
、
日

本
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展

と
と
も
に
、
時
代
の
要
請
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
幅
広
い
領

域
で

“
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

”
づ
く
り
と
、
そ
の
発
信

を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
使

命
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
世
界
に
類

の
な
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
テ
ー
マ
パ
ー

ク
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
更

な
る
進
化

を
遂

げ
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
に
貢
献
し
続
け
ま
す
。

1
9
6
2

1
9
6
3

1
9
7
9

1
9
8
7

2
0
0
0

2
0
0
9

コ
ー
ス
完

成
モ
ー
ト
ピ
ア
開

業
コ
チ
ラ
生

誕
F
1
初

開
催

プ
ッ
チ
タ
ウ
ン

コ
ー
ス
大

改
修

2
0
1
2

開
業

５
０
周

年

・
・
・

わ
た
し
た
ち
は
、
世
界

中
の
人
と
自
然
を
心
豊
か
に
結
ぶ
モ
ビ
リ
テ
ィ
文
化

を
創
造

し
、

「
喜
び
」
「
楽
し
さ
」
「
感
動
」
を
広
く
社
会
に
提
供
し
続
け
ま
す
。

◆
社

是

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
の
事
業
紹
介

1

お
も
て
な
し
規
格
認
証

紺
認
証
事
例

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト

２
０
１
７
年
１
１
月
２
１
日

株
式
会
社
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ド

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト

事
業
推
進
室

事
業
企
画
課

呉
潤
娟
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②
設
備
に
関
す
る
取
組


快
適
な
無
料

W
i-

F
iス

ポ
ッ
ト
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
観

戦
ア
プ
リ
で
最
新

の
レ
ー
ス
結
果

を
確
認
し
た
り
、
お
待
ち

す
る
際
に
動
画
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
な
ど
大
変

便
利

な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。


2
0
1
7
年

4
月
に
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
の
約

2
0
箇
所
に
銀

聯
カ
ー
ド
の
決

済
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
し
た
。
銀
聯
カ
ー
ド

を
使
っ
て
、
お
得
、
便
利
か
つ
安
全
に
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＜
観

戦
に
、
お
買

い
物

に
便

利
な
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
て
お
り
ま
す
＞

無
料

W
i-

F
iス

ポ
ッ
ト

銀
聯
カ
ー
ド
は
、
中
国
国
内
独
自
の
決
済
シ
ス
テ
ム
で
中
国
に
適
し
た
カ

ー
ド
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
中
国
以
外
に
も
、
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
韓
国
・
タ

イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
、
加
盟
店
を

広
げ
て
い
ま
す
。

①
情
報
提
供
に
関
す
る
取
組


言
語
バ
リ
ア
フ
ィ
ー
の
取
組
：
５
か
国
語

の
園
内
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
、
2
ヶ
国
語

の
観

戦
ガ
イ
ド
や
園
内

看
板
表

示
な
ど


多
言
語
情
報
発
信

3
カ
国
語
サ
イ
ト
と

S
N
S
で
定

常
的
に
お
客

様
に
と
っ
て
有
益

な
情

報
更
新

を
行

っ
て
お
り
ま
す


建
物
内
外
に
国
際
標
準
化
さ
れ
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
海
外

の
お
客

様
に
も
容
易
に
理
解

で
き
ま
す

国
際

ビ
ク
ト
グ
ラ
ム

園
内

ガ
イ
ド
、
観

戦
ガ
イ
ド
の
多

言
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
展

開

＜
必
要
な
場
所
に
は
必
要
か
つ
的
確
な
情
報
を
＞

6

サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
に
関
す
る
取
組

5

モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ド
が
目
指
す
も
の

鈴
鹿

サ
ー
キ
ッ
ト
は
多

く
の
お
客

様
と
直

接
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
発

信
力

の
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
、
Ｆ
１
を
軸

に
、
他

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
モ
ー
ト
ピ
ア
を
絡

め
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
文

化
の
発

展
に
寄

与
し

て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド

Ｆ
１
を
軸
と
し
た
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
開
催さ

ら
な
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
興
味

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味

新
た
な
魅
力
あ
る

イ
ベ
ン
ト
の
導
入

・
開
発

ア
ジ
ア
圏

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

発
展
へ
の
寄
与

他
に

な
い

魅
力

の
追

求
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⑥
顧
客
理
解
・
対
応
に
関
す
る
取
組


海
外
受
入
力
ア
ッ
プ
を
実
現

す
る
た
め
、
各
部

門
の
現
状
と
求
め
る
レ
ベ
ル
を
明
確
に
明
記
し
た

「
海
外
ゲ
ス
ト
の
受
入
の
心
得
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

内
容

鈴
鹿

サ
ー
キ
ッ
ト
海

外
ゲ
ス
ト
受

入
の
心

構
え

・
海

外
受

入
に
知

っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

・
海

外
受

入
は
異

文
化

を
理

解
し
、
尊

重
す
る
こ
と

・
作

成
の
目

的
：
海

外
受

入
、
誘
客

に
向

け
た

3
つ
の
要

件
・

鈴
鹿

サ
ー
キ
ッ
ト
海

外
来

場
現

状
実

践
編

（
海

外
ゲ
ス
ト
お
も
て
な
し
満

足
度

U
P
ポ
イ
ン
ト
）

・
共

通
編

・
外

国
人

接
偶

の
基

本
的

マ
ナ
ー

・
外

国
の
風

習
や
習

慣
に
つ
い
て

・
あ
い
さ
つ

・
リ
ゾ
ー
ト
編

・
モ
ー
ト
ピ
ア
遊

園
地

編
・

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
編

・
ゲ
ー
ト
編

・
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
一

覧

＜
顧

客
理

解
を
高

め
る
工

夫
＞

国
際
的
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
相
応
し
い
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
が
備
わ
って
い
る
こと

言
語
バ
リア
フリ
ー
：
ス
ト
レ
ス
な
くス
ム
ー
ズ
に
園
内
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
くこ
と

鈴
鹿
サ
ー
キ
ット
の
ホ
ス
ピ
タ
リテ
ィを
通
し
て
情
報
拡
散
に
つ
な
げ
て
い
る
こと

海
外
ゲ
ス
ト
の
受
入
に

向
け
た

3
つ
の
要
件

⑤
ツ
ー
ル
の
導
入
・
用
意
に
関
す
る
取
組


海
外
の
お
客
様
が
困
り
ご
と
等
を
安

心
し
て
ス
タ
ッ
フ
に
問
い
合

わ
せ
で
き
る
よ
う
に
多
言

語
対
応

可
能

ス
タ
ッ
フ
の
目
印
と
な
る
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
バ
ッ
ジ
を
、
園
内

で
不

特
定
多

数
の
お
客
様
に
接
す
る
部
門
（
ゲ
ー
ト
・

M
P
・
販
売
な
ど
）
に
て
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。


2
0
1
7
年

F
1
日
本

G
P
に
お
い
て
、
年
々
増

加
す
る
海
外

来
場
者
へ
の
対
応
を
海
外
受

入
レ
ベ
ル
を
よ
り
一

層
強
化
す
る
た
め
に
、
社
内
各
部
門
や
行

政
機
関

な
ど
と
連
携
し
、
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ス
を
実

施
し
ま
し
た
。

・
海

外
問

合
せ
対

応
：
外

国
語

対
応
ス
タ
ッ
フ
を
海

外
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ス
に
て
的

確
な
問

題
解

決
・

海
外

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設

置
・

F
re

e
 W

i-
F
iサ

ー
ビ
ス

・
海

外
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
・

S
N
S
投

稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
観

光
、
宿

泊
な
ど
の
情

報
案

内
の
充

実

＜
日

本
を
は
じ
め
、
海

外
の
お
客

様
に
も
や
さ
し
い
施

設
を
＞

日
本

、
海

外
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
共

同
運

営
情

報
・
対

応
力

不
足

を
カ
バ
ー
、
相

互
協

力

積
極

的
に
海

外
ゲ
ス
ト
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
ま
し
た

S
U
Z
U
K
A
 L

A
N
G
U
A
G
E
 B

A
D
G
E

④
業
務
改
善
に
関
す
る
取
組


お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
、
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
、
定
期

的
に

顧
客
調
査
、
海
外
の
お
客
様

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
実
施

し
、
お
客

様
か
ら
ご
指
摘

を
積

極
的
耳
に
傾

け
ま

す
。


日
常
業
務
を
通
じ
て

C
S
を
高
め
た
従

業
員
を
表
彰

す
る
感
動
サ
ー
ビ
ス
表

彰
制
度

を
設

け
、

C
S
マ
イ
ン
ド

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。


女
性
を
意
識
し
た
お
客
様
へ
の
Ｃ
Ｓ
向
上
・
商
品

価
値
向

上
を
果

た
す
た
め
、
女
性
視

点
強
化

チ
ー
ム
を

結
成
し
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
女
性

な
ら
で
は
の
完
成
」
を
生
か
し
、
そ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
「
女
性
目

線
で
の
確
認
・
改
善
」
を
適
切
に
推
進
お
り
ま
す
。

・
定

期
的

な
園

内
巡

回
に
よ
る
現

場
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
会
議

等
で
の
報

告
実
施

・
同

業
・
異

業
問

わ
ず
、
他
施

設
の
視

察
・
研
究

と
「鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
の
有

る
べ
き
姿

」の
検

討
・

上
記

作
業

を
行

う
上

で
必

要
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
取
得

す
る
た
め
の
社

内
外

研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
等

の
受

講

＜
お
客

様
も
従

業
員

も
大

変
満

足
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
日

々
の
努

力
＞

感
動

サ
ー
ビ
ス
表

彰
制

度

顧
客

調
査

女
性

視
点

強
化

組
織

③
職
場
な
ど
の
環
境
改
善
に
関
す
る
取
組


全
て
の
お
客
様
が
快
適
に
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
を
楽
し
む
た
め
、
観
戦

エ
リ
ア
内

は
全

面
禁
煙
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
内

で
は
分
煙

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。


遊
園
地
内
で
は
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、
授
乳
室
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
ス
ロ
ー
プ
、
車
椅

子
専
用

観
戦

エ
リ
ア
席
を
設

置
し
て

お
り
ま
す
。


お
客
様
と
従
業
員
に
「
安
全
」
「
安
心
」
「
信
頼
」
そ
し
て
「
充
分
満
足
し
て
頂

け
る
環
境
」
を
提
供

す
る
た
め
に
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
危
険
要

因
を
除
去

す
る
事

を
目
的
に
定
期
的
に
安
全
総

点
検
、

K
Y
T
（
危
険
予
知
向
上
）

を
実
施
し
、
安
全
面
の
チ
ェ
ッ
ク
や
破
損

部
品

の
交

換
な
ど
、
お
客

様
が
安
心

し
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
環

境
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。

＜
お
客

様
や
従

業
員

に
「
安

全
」
「
安

心
」
「
信

頼
」
な
環

境
づ
く
り
＞

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

授
乳

室

ベ
ビ
ー
カ
ー
の
貸

出
し
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1
6

本
資
料
の
転
載
、
デ
ー
タ
使
用
の
際
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

1
5

お
も
て
な
し
規
格
認
証
制
度
の
認
知
度
向
上
へ
の
期
待
と
共
に
、

日
本
、
海
外
の
お
客
様
に
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
高
さ
、

日
頃
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
努
力
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

お
も
て
な
し
規
格
認
「
証
紺
認
証
」
の
取
得

＜
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
は
、

2
0
1
7
年

3
月

に
お
も
て
な
し
規

格
認

証
（
紺

認
証

）
を
取

得
し
ま
し
た
＞


「
紺
認
証
マ
ー
ク
」
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
店
頭
に
掲
出
し
、
サ
ー
ビ
ス
品

質
や
取

組
、
認
証

制
度

の
認

知
向
上

、
自

社
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の

P
R
に
繋

が
り
、
顧
客

維
持

、
地
域

経
済
や
サ
ー
ビ
ス
産

業
生
産

性
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。


お
客
様
か
ら
「
そ
ん
な
の
あ
る
ん
だ
知

ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
写
真

を
撮

っ
て

S
N
S
に
投
稿
し
て
い
た
だ

い
た
お
客
様
も
い
ま
し
た
。


認
証
制
度
の
有
無
で
消
費
者

が
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
判
断

す
る
よ
う
に
な
り
、
日
頃

の
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
努

力
を
顧

客
に
明
確
に

P
R
で
き
、
他
社
と
の
差
別
化
に
つ
な
が
り
、
今
後
認

証
制
度

の
普
及

、
認
知

向
上
を
期
待
し
ま
す
。

※
紺

認
証

マ
ー
ク
の
掲

出
場

所
：チ

ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ホ
テ
ル
フ
ロ
ン
ト
、
問

合
せ
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど

⑦
人
材
教
育
・
育
成
に
関
す
る
取
組


C
S
ト
レ
ー
ナ
ー
制
度

「
率
先
垂
範
で
き
る

C
S
を
習

得
す
る
」

C
S
教
育
に
携
わ
る
社
内
指
導

者
「
C
S
ト
レ
ー
ナ
ー
」
を
養
成
し
、
初
め
て
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
適

切
で
効
果
的
な
指
導
が
行
え
る
よ
う
に
定
期
的
に

C
S
ト
レ
ー
ナ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
を
行
い
ま
す
。

「
わ
か
る
、
で
き
る
か
ら
、
教
え
ら
れ
る
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」

ま
た
、
社
内
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
持
つ
べ
き
「
心
構

え
」
を
確
認

し
、
受

講
者
側

の
心
理

も
認
識
し
な
が
ら

実
践
ス
キ
ル
を
体
得
し
て
い
き
、
将
来

的
に
ア
ル
バ
イ
ト
の
基
本

マ
ナ
ー
研

修
、

O
JT

研
修

な
ど
で
率

先
垂
範
し

て
い
い
た
だ
き
ま
す
。

※
C
S
と
は
、
C
u
st

o
m

e
r 

S
a
ti
sf

a
c
ti
o
n
顧

客
満

足
で
す
。

＜
組

織
全

体
の

C
S
改

善
と
社

内
ト
レ
ー
ナ
ー
養

成
＞

C
S
ト
レ
ー
ナ
ー
研

修
成

果
発

表
会
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